






























2 創価経営論集　第36巻第 1・2・3 合併号
組むもの」，⑶「環境・健康・就労等の分野で社会の仕組みづくりに貢献するもの」，⑷「企業家
育成，創業・経営の支援に取り組むもの」の 4 つである。このうち分類⑴の選定数が25，分類⑵

















































こでは NPO 法人認可の年に統一した。したがって図 1 では2000年をピークとして事業者の設立
図 1　55事業者の設立年
表 1　「ソーシャルビジネス55選」55事業者の事業形態
NPO 法人 株式会社 有限会社 社会福祉法人その他 合　計
29 15 4 7 55
52.7% 27.3% 7.3% 12.7% 100%
??????
　















































































段階評価を行っている。 5 段階の評価基準は次のようなものである。まず段階 3 の基準として
「現在の社会通念として社会的企業または社会起業家として認められる力を持っている」ことと
し，このレベルを中心としてそれよりも高い能力であるのか，低い能力であるのかの判定基準を
作成した。すなわち，段階 4 は「一般的な水準を超えて高い力を発揮している」，段階 5 は「社
会的企業または社会起業家として他の模範となる優れた力を有している」こととした。一方，段
階 2 は「社会起業家として不足している部分がある」，段階 1 は「特に社会起業家として一般人
と際立った違いを認められない」とした。


































　まず，55事業者全体の相関係数の大きさを図 4 - 1 にバブルチャートで示した。ここで縦軸，
横軸の数値は「内発性」を 1 ，「社会変革」を 2 ，「自立性」を 3 ，「ネットワーク」を 4 として
図 3　55事業者の評価点分布
表 3　調査項目別評価点平均
内発性 社会変革 自立性 ネットワーク
3.29 3.40 4.15 4.04
　








　次に各分野別での相関係数の大きさを見ていく。ただし，分類⑴では55事業者全体の図 4 - 1
とさほど変わらない傾向であるのでここでは特に述べない。分類⑵における 4 つの力の関係を図
4 - 2 に示した。全体の図 4 - 1 とは特徴を異にする図が得られた。最も関係性が強いのは「内発
性」（＝ 1 ）と「社会変革」（＝ 2 ）であり，この点は全体の図と変わらない。しかし相関係数の
大きさは0.77と非常に強い関係性のあることが認められる。次に大きな相関を示しているのは
「自立性」（＝ 3 ）と「ネットワーク」（＝ 4 ）であり，0.54である。図 4 - 1 での最大の相関係数
0.53を上回っており，この関係も重視しておく必要がある。すなわち，人間連帯の「ネットワー
ク」活用の優れた力を持っている事業者が「自立性」に勝っているということである。この点は，




















図 4 - 1　 4つの力の相関（55事業者全体）
図 4 - 2　分類⑵における 4つの力の相関
図 4 - 3　分類⑶における 4つの力の関係
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7 ．女性社会起業家の強み
　55事業者における 4 つの力の評価平均点を設立リーダーの男女別に図 5 に示す。「内発性」（＝

















節では「個人」の力と「団体」の力について比較をしてみた。図 6 に 4 つの力について「個人」
と「団体」の評価平均点を示す。
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